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ネット上の通貨「ビットコイン」。取

引所の1つ、マウントゴックスが破綻

したことで、日本でもその名が知れ渡

った。通貨としての信用を暗号技術で

担保しているため、本書の著者の1人

である西田宗千佳氏は、「ビットコイ

ンを含め、ネット上で流通するこれら

の通貨を、この本では『暗号通貨』と呼

んでいます」と説明する。

これに対して日本の円、米国のドル

など、従来型の通貨を、本書では「国家

通貨」と呼ぶ。「暗号」と「国家」、2つの

通貨の共通する点と違う点はどこだろ

うか。共通しているのは、どちらも「使

用するみんなが、これは通貨だと信用

すれば、それが通貨になる」という理

屈で成り立っている点だ。

「ビットコインは電子データで、紙幣

やコインとしては存在しない。だから

仮想の通貨ではないか」と思う読者も

いるかもしれない。だが円やドルも、

電子データとして存在する額のほうが、

紙幣やコインのそれよりはるかに多い。

またビットコインの発行残高は57億

ドル（米ドル換算、2014年4月時点）。

多くの人が通貨だと信じているからそ

れだけ流通しているわけで、やはり立

派な通貨だとみなせる。

ただ、どのように信用を生みだして

いるかという点は両者で異なる。国家

通貨は国家（その一部である中央銀行）

が発行しているから、国家が攻撃対象

になったら、攻撃から守れる力がなけ

れば信用を維持できない。だから武力

による裏付けこそが、国家通貨の基礎

なのだと本書は指摘する。

一方、ビットコインをはじめとする

暗号通貨には中央銀行はなく、最後に

責任をもつ主体も存在しない。攻撃対

象が存在しないから武力攻撃の心配は

ない。その代わり、流通を支える暗号

を破られないようにする知力が、その

基礎となっている。

こうした暗号通貨が生まれた背景に

は、国家通貨をベースにした、クレジ

ットカードなどの従来の決済制度には、

数百円、数千円レベルの国際的な少額

決済に、うまくマッチする仕組みがな

かったことがある。「手数料が高額だ

ったり、個人情報保護のリスクが大き

すぎたりといった問題があります。ビ

ットコインの決済手数料は、外国為替

などと比べて非常に低く抑えられてい

ます」（西田氏）

武力に裏付けられた従来の通貨の欠

点を、暗号技術という知力で打開しよ

うとするビットコイン。「国家通貨に

比べ、ビットコインはまだまだ信用の

置けない未熟な仕組みだと、取材して

改めて感じた」と西田氏。それでも暗

号通貨は、研修などにおける思考実験

の材料として、含蓄に富むという。

たとえばビットコインを、「国家が

かかわらない通貨は怪しい」と見るか、

「これは面白い。ビジネスチャンスか

も」と見るかで、新規事業開発に向く

人材か否かを見極める材料に使えるの

ではないかと、西田氏は話す。

世界のお金の流れに革命を起こすか

もしれない暗号通貨。その目まぐるし

い進化の一端を、本書を通して知るこ

とができる。
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